
【様式３-１】 

公益財団法人 樫の芽会 御中 

伴走型就学・学習支援活動助成 実施報告書 

【団体の概要】 ① 作成日 令和６年５月１１日 

② 法人・団体名 特定非営利活動法人 regional childcare support こはく 

③ 所 在 地 
〒３７７－０２０５ 

群馬県渋川市北牧５０２－３ 

④ 責任者氏名 進藤 由紀子 （役職名等） 代表理事 

⑤ 担当者氏名 同上 （役職名等） 同上 

【奨学活動の概要】 

⑥助成交付決定番号 R05-005 ⑥ 助成金額 １００万円 ⑧申請カテゴリー D 

⑨奨学活動名 学習や生活に困難を抱える子どもたちへの心と学習の支援活動 

⑩主な実施場所 渋川教室・安中教室・高崎教室 

⑪活動内容とその成果の概要 

交付していただいた助成金により、子どもたちの学習支援活動(補習)を無料化することで、保護者の経済
的な負担が減った。また、以下の様な様々な取り組みを行うことができた。 

〇学びたい子どもたちへの学習支援時間の確保(約１３名) 

※独自に考案した無料学習チケットを毎月配布し、子どもたちが学びたい時間に自由に使用できるように 

した。学習時間の延長・補習など各自が自分の必要のある時間に気兼ねなく、学習することができた。 

〇個別支援の学習時間の充実 

※もっと学習時間の必要な子どもにたいし、補習の時間を躊躇なく促すことができた(料金の心配をしな 

いで済むため)。(令和５年度は、特別支援学級在籍の生徒の公立高校進学をさせることができた) 

〇子どもに対する進路指導またその保護者との話し合いの時間の確保 

※個々の希望する自分の未来像などについてよく考えさせる時間が確保できた。また、その子どもたちの 

想いや願いを保護者と話し合い、親子で思いを一つにし、高校進学の意欲を持たせることができた。そし 

て、それぞれの立場で互いに子どもたちを進学に向けて歩ませることができた。 

〇高校・大学生に対しての日々の学校生活への助言・支援の時間の確保 

⑫奨学活動の定量的把握（注：統計情報として参考まで把握するものです。活動成果等は上段⑪及び様式３-２等でご報告願います。） 

支援対象 延べ人数 
（Ａ：人） 

平均時間 
（Ｂ：時間） 

活動量 
（ＡｘＢ） 

備考・補足 

中学生等 180 1.5 270 一人あたり 1.5H×１８回 
高校生等 36 1.5 54 一人あたり 1.5H×１８回 
大学生等 18 1.5 12 一人あたり 1.5H×１８回 
学習支援員等     
その他 117 2 234 一人あたり 2H×9回 

合  計 570  
 



【様式３-２】 

令和５年度 伴走型就学・学習支援活動助成 実施詳細報告書 

奨学活動名：学習や生活に困難を抱える子どもたちへの心と学習の支援活動 

   法人・団体名：特定非営利活動法人 regional childcare support こはく 

    作成者 氏名： 進藤 由紀子 

 

１．取り組んだ課題や実践した目的・実施内容について 

  課題〇受験に必要な基礎・基本的学習内容定着のための学習時間の確保 

    〇子どもたちとよく向き合い、進学に対する意思を確認し、目的を達成するための個人の 

     目標の設定 

  実践内容 

    〇子どもたちへ毎月「無料学習支援チケット」を配布し、子どもたちが学びたい時間に 

     それを活用して無料で学習支援を行った。 

    〇特別支援学級在籍の生徒は、学校の学習において、学力的な事情もあるのだが、本来学ばな

ければいけない年間学習計画が未実施のまま進級し、いざ受験という時に受験に必要な学習

内容の定着がなされていないことが現実である。そのため、早い時期から公立高校への進学

を希望しながらも断念する生徒や保護者が多い。できるだけ中学３年間のうちの学習内容に

取り組ませる必要がある。それには、通常の学習支援だけでは支援時間がかかり、保護者の

経済的負担も多い。今年度は、その補習の部分を助成金の無料チケットで賄うことができた

ため、十分な支援時間に充てることができた。そして、本年度も一名公立高校に無事進学さ

せることができた。 

    〇高校生は、自分自身を見つめ直し、自分の強みをどう活かしていくのかを考えた。そのため

には、何をするべきかという事を考えることにより、まだ学ぶべきことが多いことに気付き、

進学してみたいという意思を確認し、今年度は具体的な進路についての話合いを詰めていく

予定である。 

    〇群馬県では、昨年度から入試方法が変わり、戸惑う保護者も多かったので、保護者向けの 

     話し合いの場を設け、進路について考える機会を持った。 

 

２．実施した奨学活動の詳細 
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2月 補習 チケット
このチケットは、希望者に配布しています。できるだけ全部を使い切るように、時間を調整してください。

利用する際には、必ず保護者から事前の連絡をしてもらうようにしてください。

※ この活動は公益法人樫の芽会の助成を受けています・・・寄贈(公財)樫の芽会
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３．本活動から得られたもの、反省点、課題、今後への発展性、等 

 〇週に一度「親に言われるから」とか「仕方ない」と通っているのかと思っていた生徒たちが、 

  このチケットを自主的に活用するようになり、「残ってやっていいですか。」「〇曜日に来てもいい 

ですか。」と生徒たちが自発的に学ぶ姿が見られてとても喜ばしく思えた。子どもながらに「お金が 

かかる」ことを心配していて、遠慮してしまっていた子どもがいたことにも気づけた。 

この無料チケットを配布させていただいたおかげで、子どもたちの「学びたい」という欲求に応え 

てあげることができたのでとても充実した９か月であった。 

  とても良い取り組みができたと感じているので、活動の反省点はありません。が、やはり、自宅へ

行かなくてはいけない場合や特別な時間に補習を行ったりした際の光熱費・交通費がかさむことが 

  年間を通じてとても大変でした。 

  今後も子どもたちの「学びたい」気持ちを汲み、実践してあげられるようにして行きたい。 

  

４．本活動におけるエピソード、思い、感想、等（任意） 

 

 チケットを利用させていただいた保護や 

子どもたちからの感謝の手紙です。 

ありがとうございました。 



 


